
 

 

 

 

 

本市では、読解力を「文章を正確に理解し、適切に表現する力」と定義付けています。 

子どもたちが、教科書の内容を正しく読み取り、理解することを根底に、新聞や取扱説明書、身

の回りの資料等論理的に書かれた様々な文章から、必要な情報を捉え、表現することをめざしてい

ます。 

この読解力を育むためのポイントを「20 の観点」に示したものが、「読解力を育む『20 の観点』」

になります。「２０の観点」を子どもたちが意識することで、「新聞」「解説書」「パンフレット」「教

科書」などの様々なテキストを読む力を育成し、表現活動へつなげていくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「読解力」ってどのような力？ 

新教育プログラム 【柱１】読む・話す・伝えるプログラム 

読解力を育む「２０の観点」を授業の中
で、子どもたちが意識することで、「読
む力」が育ってくるんだね。 

「２０の観点」を子どもたちが活用した
授業ではどんな子どもの姿が表れる
のかな？ 

新聞 

読む力 

解説書 

読む力 読む力 教科書 

読む力 

二次元コード 二次元コード 



  
 
 

前の時間は「くらしの中の和と洋」を読んで、見つけた和室と洋室の特徴を付箋に書きま
したね。今日はその付箋を利用して、和室と洋室の特徴をつかみましょう。 

 
特徴を見つけるため
に、どのように比べて
みようかな？ 

「部屋の使い方」とい
う点では、和室が便
利だと思いました。 

第４学年 国語「くらしの中の和と洋」 

【単元でつけたい力】 
何をどのように比べているのかを読み取り、比較の仕方を意識して、調べたことをまとめる
ことができる。 

床とか過ごし方とか、比べる点
を決めて、整理してみます。 

和室と洋室を比べて、どんな考えをもちましたか。 

和室と洋室のよさを
生かして、生活をし
ているということに
気付きました。 

「２０の観点」ワークシートにチャレンジしてみよう！ 

～「⑬比較や分類」～ 

読解力を育成するために、全ての教科の中で「２０の観点」を子どもたちが意識して、課題に取り

組むことが必要になります。 

すべての教科において、子
どもたちの読解力の育成
をめざしていきましょう。 

主張を具体化したり抽象化したりすること 

結果と原因、主張と根拠の関係性を見出すこと 

何かもう一つ別の事柄を挙げて比較することで、 

主張を明確にすること 

小 6 年 社会「大昔のくらしとくにの統一」 

 

弥 生 時 代 に
なって、生活
はどのように
変わっていっ
たのかな？ 

おもりを持ち上げるときに、
手ごたえが変わるのは、何が
関係しているんだろう。 

小 6 年 理科「てこのはたき」 

小２年 算数「かけ算」 

 
僕の考えた方
法をどうやっ
て 伝 え た ら 、
分かりやすい
かな？ 

このように、上と下に分け
て、3×６＝18 と 2×3＝６
になるから、18＋6＝24 と
考えました。 

3×6＝18 2×３＝６ 
18＋6＝24 

授業の中で行った「比べ
る点」がワークシートの
「色」「形」です。 

「りんご」と「バナナ」
を左の比べる点で比
較してみましょう。 

授業の中で身に付けた力を使って、
ワークシートを活用してみましょう！ 

【20 の観点】を意識した子どもの姿 

生活が豊かになっ
ただけじゃなくて、
争いが起こり始め
たんだね。 

支点から力点・作用点ま
での距離が関係している
んだね。だから、手ごたえ
が変わるんだね。 



 

 

 

 

 

 

八郷小学校では、国語科を中心に読解力を育む「20 の観点」に基づいて、低学年・中学年・高学年で

実践を行ってきました。 

読解力を育む「２０の観点」 

低学年 中学年 高学年 
① 主語と述語 
② 共通・相違 
③ 題名・見出し 
④ 文章と資料 
⑤ 問いと答え 
⑥ 順序（時間、事柄） 

⑦ 修飾と被修飾 
⑧ 指示語と接続語 
⑨ 形式段落と意味段落 
⑩ 文章構成 
⑪ 要点（抽象と具体） 
⑫ 考えと理由（因果関係） 
⑬ 比較や分類 
⑭ 要約（抽象と具体） 

⑮ 表現の技法 
⑯ 思考に関わる語句 
⑰ 要旨（主張） 
⑱ 資料等の効果 
⑲ 筆者の意図 
⑳ 文章の特徴（提案、案内等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南中学校では、各教科の中で重点的に育みたい読解力を設定して、実践を行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

八郷小学校 
「主体的に学び、言葉で伝え合う子の育成」 
～文章を正確に理解し、相手に適切に伝えることができる子～ 【第1年次】 

南中学校 
「心を育てる授業、互いにつながる授業」 
～心豊かな生徒を育み、確かな学力につながる授業づくり～ 

 
読解力を育んでいくために、各学
校で学年や教科でどのような読
解力を育成していけばいいのか
を設定することは大切なんだね。 

【小３ 国語「ビーバーの大工事」】 

【中１ 数学「いろいろな立体」】 

A と B は、先がとがって
います。反対に、C は先が
とがっていません。 

A と B は横から見ると三
角形の形をしています。
一方、C は長方形の形を
しています。 

A B C 

写真のビーバーが木をくわえて、
木を差し込んだり、積み上げてい
ったりするのが、とても工夫して
いると思いました。 

教科書の文と写真をつなげて、
ダムを作るビーバーの「すご
い！」と思うところを見つけて
みましょう。 

 

文章 


